
                              

 

 
  

   

 
 

週時程の弾力的運用について（継続実施のお知らせ） 
 

１２月に行ったアンケートの結果（右ページに掲載）を踏まえ、

3 学期以降も週時程の弾力的運用（試行）を継続していくことを、

12 月 15 日（月）に行った学校運営協議会において承認してい

ただきました。地域の皆様には経緯がわかりにくいかと思います。 

但東中学校には水曜日の下校について長年の課題があります。水曜日は５時間授業で、

普段の 15:45 より１時間早い 14:45 に下校できるのですが、下校に対応できるバスは

15:45 しかありません（これより１本早いバスは 14:00）。学校が１時間早く終わる水曜

日に限って生徒たちは１時間のバス待ちを強いられるという、何とも不思議な現象が但東

中学校では長年続いているのです。 

その１時間は考えようによっては、とても牧歌的で贅沢な時間な

のかもしれませんが、昨今の社会情勢ではなかなかそうも言って

はいられません。現場の教職員には今後増々多くの研修が求めら

れていますし、生徒たちにも家庭や地域で活動したり、休息したり

する時間を少しでも多く確保してやらなければなりません。本来

なら放課後はそのような時間にあてるべきなのです。この課題解

決に向けて教職員みんなで知恵を絞って考えたのが、２学期より

試行した「週時程の弾力的運用」です。 

週時程の弾力的運用では、水曜日の時間割を４時間授業と６時間授業で交互に実施しま

す。水曜日に６時間授業をしても、生徒の下校時刻はこれまでと同じ 15:45 です。そして

４時間授業の日には、生徒は 14:00 で下校できるようになります。単純計算ですが、少な

くともこれまでより年間約 30 時間【（15:45-14:00）× 35 週 ÷ 2 ≒ 30 時間】、生

徒の家庭や地域での時間が増加します。それと同じ時間だけ教職員の研修時間も増加しま

す。それでいて年間の授業時数が減ることはないのです。 

一方で徒歩、自転車通学の生徒については、これまで毎週 1 時間早く下校が可能だった

ものが隔週で２時間下校が早くなるだけなので、表面上ほぼメリットがないように感じま

すが、これまで水曜日のバス待ち時間に慣例的に行っていた諸活動（生徒会委員会活動や

学級活動、学校行事の諸準備、作業等）を水曜日以外で実施しますので、徒歩、自転車通

学の生徒についてもトータル的には家庭や地域での時間が増加します。 

しかし、新たな変更を行うにあたっては、たとえ少数であっても心配事や課題があれば

丁寧に解決していかなければなりません。今後とも何かありましたら、ご遠慮なくお伝え

いただきますようお願いいたします。 

     学校だより 

       

     【 学校教育目標 ： ふるさとの未来を創る 自分をつくる 但東の子 】 

 

 

 

令和 7 年 12 月 23 日 

豊岡市立但東中学校 

12 月号 



保護者のアンケート結果（回答率 84.6％） 

選択肢 5 4 3 2 1 

回答数 26 20 8 1 0 

％ 47.3% 36.4% 14.5% 1.8% 0.0% 

（５ よいと思う  4 まあよいと思う  3 どちらとも言えない  2 あまりよいと思わない  １ よいと思わない） 

 

〇保護者コメント 

・4・6 校時とわかるように早めに教えてほしい。月初めにプリントなどで教えてほしい。 

・毎月どの週が４校時なのか６校時なのかを今月の予定に入れていただけるとわかりやすいです。 

・バスの時間に合わせていただき、４時間の日と６時間の日としていただけてありがたいです。 

・毎週水曜日は同じ時間に下校してくれた方が予定が立てやすいように思いました。 

（病院受診や家の用事等） 

・帰宅時間も変わらないし保護者的には問題ありません。この運用方法で授業のカリキュラムがス

ムーズに進むのであれば今後も希望します。  

・先生方が遅い時間まで学校で作業されていると思います。週時程の弾力的運用により、少しでも

作業時間の短縮ができますよう、これからも続きますように。 

・良いことだとは思います。できれば４時間、６時間の週が固定されている方がいいのかなぁとい

う気はします。習い事や病院の診療の予定等が組みやすくなるので。 

・子ども本人は早く帰れる日があり喜んでいます。 

・より家庭学習の時間がとれ良かった。 

・生徒が混乱しないのであればよいと思います。併せて予定表等に明記していただいて保護者にも

伝わるようにしていただければありがたいです。 

・時間を有効に使えるので弾力的運用に賛成です。送迎や私用の調整のため、あらかじめ 1～2 か

月先の予定を教えていただけるとありがたいです。 

・水曜日に早く帰って息抜き出来たり、６時間授業をがんばったり、メリハリがあって良いと思い

ます。先生の仕事に無理がないように続けていけたらいいと思います。 

 

生徒のアンケート結果（回答率 96.1％） 

選択肢 5 4 3 2 1 

回答数 41 21 7 3 2 

％ 55.4% 28.4% 9.5% 4.1% 2.7% 

（５ よいと思う  4 まあよいと思う  3 どちらとも言えない  2 あまりよいと思わない  １ よいと思わない） 

 

〇生徒コメント 

・良いと思いました。 

・早く帰れる日ができたから。 

・学校でしか話せない子が話す時間が減る。 

・早く帰るといつもより勉強できるのでいいと思います。      <ホームページはこちら> 

・二週間に一度、早く帰れるのはうれしいから。 

・４時間の時は楽しいです。６時間の時はノーコメントで。 

・予定が立てにくいので決めておいてほしい。 

・早く帰れる日があると休憩できるから良い。 

・５時間だったら毎週早く帰れるから。 


